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実務編 基礎編（制度編） 

加入 
喪失 

各種変更 

免除 
納付猶予 

障害基礎 
年金 

老齢基礎 
年金 

遺族基礎 
年金 

未支給 
年金 

寡婦年金 
死亡一時金 

ダイジェスト
（1） 

1.ケース 

2.ケース 

11.生計維持 

5.使い方 5.ケース 

ダイジェスト
（2） 

6.老齢基礎年
金（2） 

3.使い方 3.ケース 

4.使い方 
4.受付・点検
事務の手引き 

4.ケース（1） 
7.障害基礎年

金（1） 

適用 
免除 

給付 

初任者が制度の 
概要を学ぶ研修 

国民年金の基本的な 
制度知識を学ぶ研修 

業務支援ツールの 
掲載内容を 
学ぶ研修 

2.被保険者 
4.被保険者機
関・届出 

5.保険料・免
除（1） 

6.老齢基礎年
金（1） 

7.障害基礎年
金（2） 

7.障害基礎年
金（3） 

8.遺族基礎年
金（1） 

8.遺族基礎年
金（2） 

10.未支給年金 

9.独自給付 
12.時効・不服

申立て 

1.使い方 

4.ケース（2） 

逐条解説テキスト（参考書） 

3.資格取得・
喪失 

5.保険料・免
除（2） 

1 研修ツールの成果物一覧 

業務支援ツールを活用し 
基本的なケースの 
応対を学ぶ研修 
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2 基礎編（制度編） 
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講義画面に展開するスライドと対応する講義ナレーションを

見やすくレイアウトし、動画・音声を視聴できない場合で

あっても研修を紙面で受講できるようにする。 

No テーマ 研修の概要 研修時間 

1 
  

国民年金ダイジェス
ト（１） 社会保険制度、適用関係 15分+14分 

国民年金ダイジェス
ト（２） 給付関係 11分+14分+12分 

2 被保険者 強制・任意加入被保険者 12分+12分 

3 資格取得・喪失 資格取得・喪失の時期 14分 

4 被保険者期間・届出 期間計算、種別の変更、届出 14分 

5 
保険料・免除（１） 保険料の算出・納付方法 12分 

保険料・免除（２） 免除制度、免除と猶予、追納、後納 15分+15分 

6 
老齢基礎年金（１） 支給要件、合算対象期間 9分+13分 

老齢基礎年金（２） 年金額､振替加算、繰上げ・繰下げ、失権 12分+13分 

N
o テーマ 研修の概要 研修時間 

7 

障害基礎年金（１） 支給要件、事後重症、20歳前傷病、基準傷
病、併合認定・併合改定 

13分+7分+7分
+7分+8分 

障害基礎年金（２） 年金額、子の加算額、支給停止、失権 9分+13分 

障害基礎年金（３） 経過措置、特例措置 8分 

8 
遺族基礎年金（１） 支給要件、遺族の範囲 9分 

遺族基礎年金（２） 年金額、年金額の改定、失権、支給停止 10分+10分+9分 

9 独自給付 付加年金、寡婦年金、死亡・脱退一時金 11分+11分 

10 未支給 未支給年金 6分 

11 生計維持 生計維持 15分 

12 時効・不服申立てほか 時効、審査請求、事務の委任 15分 

国民年金の基本的な制度知識を学び、窓口業務に行かすための研修。 

講義動画 紙上Live講義 

図表を多用したスライドを作成し、ナレーターによる

聴きやすい講義音声と組み合わせて動画を作成する。 



3 逐条解説テキスト 
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国民年金法について、窓口業務に関係の深い条文を中心にその趣旨等を解説し『参考書』として活用できる 

よう作成したテキスト。国民年金法の各条文について逐条解説型の説明を掲載。 

第1章 総則  第1条～第6条 

第2章 被保険者  第7条～第14条の2 

第3章 給付  

第1節 通則 第15条～第25条 

第2節 老齢基礎年金 第26条～第29条 

第3節 障害基礎年金 第30条～第31条 

第4節 遺族基礎年金 第37条～第42条 

第5節 第１款 付加年金 第43条～第48条 

第5節 第2款 寡婦年金 第49条～第52条 

第5節 第3款 死亡一時金 第52条の2～第52条の6 

第6節 給付の制限 第69条～第73条 

第4章 国民年金事業の円滑な実施を図るための措置  第74条 

第5章 積立金の運用  第75条～第80条 

第6章 費用  第85条～ 

第7章 不服申立て  第101条～第101条の2 

第8章 雑則  第102条～第110条 

第9章 罰則  第111条～第114条 



4 実務編 
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＜加入・免除＞ 
 
 
 

＜老 齢＞ ＜障 害＞ ＜遺族／死一・寡婦／未支給＞ 

（使い方） （使い方） （使い方） （使い方） 

（ケーススタディー） 

1.  会社を退職したとき 
2-1. 保険料の支払いが困難なとき 

（失業特例） 
2-2. 保険料の支払いが困難なとき 

（遡及免除） 

（ケーススタディー） 

3. ターンアラウンド用請求書を持参
された場合 

（ケーススタディー） 

4-1. 20歳前傷病による障害基礎年金
の請求 

4-2. 障害認定日による請求 

（ケーススタディー） 

5. 死亡者の遺族が来訪したとき 

（受付・点検事務の手引き） 

ケーススタディー（講義／紙上Live） 

国民年金業務の初任者が基礎編ダイジェストを受講し、
基礎的な概念を身につけた後に業務支援ツールの記載内
容や使用場面を把握するための研修。 

使い方（講義／紙上Live） 

業務支援ツールを活用し、基本的なケースについて応対を学ぶ研修 

基本的な窓口業務のケースを通じて業務支援ツールの使い方を学ぶ
ための研修。 



逐条テキスト 

5 研修受講のイメージ 
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着任すぐの方 すでに窓口に立っている方 窓口業務を統括している方 

基礎編（制度編） ダイジェスト版 

実務編 使い方 

基礎編（制度編） 詳細版 

窓口実務 

実務編 ケーススタディー 

実務編 ケーススタディー 実務編 ケーススタディー（必要に応じて） 

（研修企画の方） 

パンフレット
に書いてある
制度の基本を
理解します 

制度の基本概
念と業務支援
ツールを結び
付けます 

窓口応対の 
基本的なケー
スを習得しま
す 

一通り学んだ
らまずは実践 

ときには基本
に戻って応対
の流れを確認 

研修企画担当
者としてどの
研修を誰に受
講させるべき
か検討 

基礎編（制度編） ダイジェスト版 

実務編 使い方 

実務編 ケーススタディー 

（必要に応じて） 

実務上判断に
迷ったら、制
度を詳細に学
習 

業務支援ツー
ルと条文を結
び付けるため
の学習をしま
す 

研修企画 

条文に基づい
た深い理解が
必要なときに
参照 


